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課題名 県北部地域で令和２年度（2020年度）に回帰した
シロサケの動向と今年度の動向 地域水産研究チーム 小野寺淳一

取組経過
目的
宮城県北部地域では気仙沼市大川水系（大川），小泉川水系（小泉川），志津川湾水系（水尻川・八

幡川ほか）の３水系でシロサケ（以下，サケ）増殖事業を行っている。平成２１～令和２年度において
本県沿岸部に来遊するさけの約４～５割が北部地域へと来遊しており，宮城県のサケ資源を支える重要
な地域となっている。今回は，県北部地域における令和２年度のサケ回帰資源の動向および年齢組成，
今年度の来遊予測について報告する。

方法
令和２年度までの北部地域におけるサケの遡上数，年齢別遡上数，河川別の年齢構成の推移から，近

年のサケ資源の動向について考察した。

結果
（１）回帰資源の動向
令和２年度に北部地域で捕獲されたサケは１１１千尾（沿岸漁獲数＋河川捕獲数）であり，県全体の

５９％を占めていた（図１）。そのうち河川別捕獲数では，大川が９,７６３尾（前年度比１５７％）
と前年度を上回ったものの，小泉川が１,３５８尾（前年度比４６％），志津川湾水系が８３９尾（前
年度比７１％）と大きく下回っている（図２）。

（２）年齢組成
令和２年度北部地域３水系河川捕獲魚の年齢別内訳

は，４年魚が１０千尾（比率８７％）と最も多く，次
いで３年魚の７百尾（同６％），６年魚の４百尾（同
３.５％），５年魚の３百尾（同３.２％）と続いて，
る（図３）。令和元年度は５年魚の割合が５０％と最
も高く４年魚は１７％に止まったが，令和２年度は４
年魚が主群を構成する例年どおりの傾向となった。
（３）年級別河川遡上率
水産研究・教育機構水産資源研究所では，回帰魚の

傾向を見るための指標の一つとして，年級別河川遡上
率をとりまとめている。同機構が年齢査定を担当して
いる大川では，平成９年級以降で６年魚の回帰が終了した平成２６年級までの年級別河川遡上率は
０.１１～０.９８％となっている。５年魚までの回帰が終了した平成２７年級は０.０２％，４年魚の
回帰が終了した平成２８年級は０.１４％となっている（図４-１）。小泉川の年級別河川遡上率は，

図1 宮城県の地域別サケ来遊数 図２ 北部地域の河川別サケ捕獲数

図３ 北部地域河川捕獲魚の年齢別内訳
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図４-１ 大川の年級別河川遡上率及び遡上数
データ：水産研究・教育機構水産資源研究所さけます部門

平成９年級から平成２６年級までが０.０８～１.０３％で，平成２７年級は０.０１％，平成２８年級
は０.０３％となっている（図４-２）。志津川湾水系の年級別河川遡上率は，平成９年級から平成２６
年級までが０.０２～０.５７％で，平成２７年級は０.００５％，平成２８年級は０.０２％となってい
る（図４-３）。
回帰率が低い年級で，平成２２年級は東日本大震災の影響，平成２７年級は稚魚放流時期（平成２８

年春）の海水温が平年より高かった影響との見解が出されているが，この年級を含めて今後の検証が必
要と考えている。

図４-２ 小泉川の年級別河川遡上率及び遡上数
データ：水産研究・教育機構水産資源研究所さけます部門

図４-３ 志津川湾水系の年級別河川遡上率及び遡上数
データ：水産研究・教育機構水産資源研究所さけます部門

今後の課題
令和２年度の本県サケ来遊数は，平成以降最も少ない数となった。水産技術総合センターによる令

和３年度の宮城県のサケ来遊数予測は４１万尾であり，令和２年度の来遊数実績（１８.８万尾）より
は多いものの，平成以降最も少ない予測値となっている（図５）。
近年の来遊数減少要因の一つとして，稚魚放流時期における沿岸水温の上昇する時期が１～２旬程

度早まっているため，放流後半のサケ稚魚が資源につながっていないとの指摘がある。
このため，短くなっている放流適期期間内での稚魚の放流割合を高めていくための体制づくりや、

継続して健康な稚魚の生産支援などを進めていく必要がある。

図５ 令和３（2021）年度のサケ来遊数予測


